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取引先からの「私的整理に関するガイドライン」に基づく再建支援の申し出について 

 

 

当社子会社の株式会社北陸銀行（頭取 髙木 繁雄）は、取引先である金井漁業株式会

社、及びその関係会社である朝日漁業株式会社、金井遠洋株式会社から、「私的整理に関

するガイドライン」に基づく再建支援の申し出を受けました。 

 北陸銀行では、今後再建計画の成立に向けて支援していく方針であり、本日、同社グル

ープと連名にて対象債権者に対し「一時停止」の通知を発しましたので、下記の通りお知

らせいたします。なお、対象となる債権者は金融機関に限定されております。 

 

記 

 

１．当該取引先の概要 

名 称 金井漁業株式会社 朝日漁業株式会社 金井遠洋株式会社 

所 在 地 北海道釧路市 

入舟 6丁目 3-25 

北海道釧路市星が浦

大通 3丁目 5-2 

北海道釧路市 

新富士町 5丁目 2-9 

代表者の氏名 金井 俊一 金井 俊一 金井 俊一 

資 本 の 額 40 百万円 10 百万円 10 百万円 

事 業 内 容 漁業 漁業 漁業 

 

２．当該取引先に対する債権の種類及び金額 

 金井漁業株式会社 朝日漁業株式会社 金井遠洋株式会社 

債 権の種類 貸出金 貸出金 貸出金 

金 額 127 億円 3 億円 5 億円

 

３．金融支援の内容 

  今後、「私的整理に関するガイドライン」に基づき対象債権者との協議により金融支

援の内容が決定されます。 



再建計画（案）では、会社分割により不良部分を切り離して新会社に事業を引き継ぐ

スキームであります。現時点における北陸銀行の損失見込み額は下記の通りであり、当

該金額相当は既に引当済です。 

   金井漁業   112 億円 

   朝日漁業    3 億円 

  金井遠洋    5 億円 

 

４．北陸銀行が金融支援を行う理由 

  地場産業の育成支援は地域金融機関の使命であり、漁獲量の減少により当該取引先グ

ループの業績が悪化する中、北陸銀行では、これまでも同社グループの経営改善に向け

た様々な取り組みに対し、親身な相談等に応じてまいりました。 

  同社グループのこうした自助努力により、安定的な水揚げ高とキャッシュフローを上

げられる状況になりましたが、過去の設備投資に起因する過剰債務を返済する目処が立

たない状況にあります。 

  北陸銀行としては、再建計画の実施により同社グループの再建を図ることが地域経済

にとって最善の方法であり、経済合理性も確保できると考えており、以下の理由に基づ

き、同計画の成立に向け支援していく方針としているものです。 

(1) 漁業は特に釧路地域においては主要産業の１つとなっておりますが、同社グルー

プは、国内有数の漁獲能力を有する企業であり、かつ、漁業業界の中核的存在であ

るため、同社グループ破綻による地域経済の衰退、取引業者等への連鎖、雇用面等

への重大な悪影響を回避する必要があること。 

(2) 「私的整理に関するガイドライン」に基づく手続きであり、また、平成１７年度

から水産庁の補助事業としてスタートした中小漁業経営支援事業のスキームを活用

し今年１月に設立された北海道機船漁業経営支援協議会の支援も受ける予定であり、

公平性、透明性が確保でき、計画の実現可能性が高いこと。 

(3) 同計画（案）は、経営者責任の明確化を図り、株主が最大限の責任を果たす内容

であること。 

 

５．本件が当社の業績に与える影響 

  北陸銀行は損失見込み額相当を引当済であり、既に発表しております平成 19 年 3 月

期の北陸銀行の業績予想及び当社の連結業績予想に変更はございません。 

以上 

 

                                               
［本件に関するお問い合わせ先］ 

北陸銀行 融資第二部 札幌管理室 

担当者：鈴村、三家（TEL：011-241-7140） 


